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1．はじめ に

ヒトは，外界からの刺激に対して，意識的あるい は無意識的に

心理評価を行っ ている．室内空間の視覚評価に は，空間の構成

要素すなわち空間構成材料くモ ノ とその 材料），形状およびそ の

表面色や材質感などが影響する．室内空間の 雰囲気は，これ ら

の総合評価とも考えられるが，その 評価に は，過去の経験に 基

づく内的イメージ が 大 きく関与す るこ とが推察され る．また ，ヒト

は，室 内空間が 二 次元で 表現される写真情報の 場合 にも，そこ

に見える構成要素 の特徴と，それらに関わる内的イメージから

三 次元 的な空間を推定 し，評価することもで きる．そ して，この 時

色彩情報は 非常に重要な手が か りとなる．二次元 の視覚刺激と

して 与 え られ た室内空間 に 対する評価に お い て，色彩情報がど

の 程度 あるい はどの ように 影響するか ，また経験に基づく内的

イメージ が どの ように 関係するか を明らか に するこ とは ，イン テ

リア の 色彩設計におい て，またそ の写真情報に よるイメ
ー

ジ伝

達において重要な課題と考え る．そこで，本研究で は，リビング・

ダイニ ングルーム の事例 に つ い て，カラ
ー

写真とモ ノクロ （白黒）

写真を用いた評価実験を行 い，室内雰囲気に 及ぼす色彩的特徴

を中心として、色彩と材質感との 関わり，経験に基づく内的イメー

ジの 影響に つ い て検討した，

2．実験方法

2．1．写真サ ン プル

建築・
インテリアの 専門書に 掲載され て い るリビン グ・ダイニ ン

グル
ーム のカラ

ー
写真の 中から27 枚の 写真

IF 　3）
を選び出し，写

真サン プル の 原画像とした．カラ
ー

写真サン プル は，これらの 原

画像をカラ
ー

ス キャ ナ
ー

で コ ンピュ
ー

タに 取 り込 み ，1 画 像ずつ

つ や消し銀塩写真紙に サ イズ を約 365cmi に揃えて 印刷 して 作

成した．また，これらの 色彩情報を取り除い た（フ ル カラ
ーデータ

をグレース ケ
ール に変換した）モ ノクロ 写真サン プル を作成した，

2．2．カラ
ー

写真の 評価実験

実験は，北窓光または蛍光灯で照明された特定の室内で，1名

ずつ 個別に 行っ た．被験者（20 歳前後の 男女，計 30 名）は，机上

のグレー紙（N6．5）を背景にして，カラ
ー

写真サ ン プルの室内雰囲

気を SD 法により評価するとともに，室内に見える色を 11基本色

カテゴリ
ー

（自，灰，黒，茶，ピン ク，赤，オレン ジ，黄 緑 青，紫）

から選択し，その 複数の 選択色の 中で室内を最も特徴付けて い

ると思う色を第 1位として ll頃位付け した．この 色ll頂位デー
タは，11

点（1位），10点（2位），9 点（3位），…，2点（10位），1点（11位），選

択されなかっ た色は 0 点と得点化し，各色ごとに被験者 30 名の

平均得点を求めた．なお，計 27 枚の写真サンプル の評価順序

1ま，被験者間でラン ダ厶 とした．

Z3．モ ノクロ 写真の 評価 実験

27タイプの 室内の 色彩情報を取り隙 、た状態すなわちモ ノクロ

写真サンプル を刺激として，別の 被験者〔20歳前後の 男女，計 30

名）に対し，同様の 評価実験を行っ た．色 につ い て は，それぞれ

の モ ノクロ の室内に，どの ような色が，どの ようなモ ノ（または部

位）の 色として 想起，イメージされるかを自由記述して もらっ た．

3．結果および考察

3．1，室内雰囲気の 評価構造

カラ
ー

写真の 評価構造とモ ノクロ 写真の 評価構造を主 成分 分

析 に より比較した．表1と表 2 に，カラ
ー

写真とモ ノクロ 写真の 成

分負荷行列を示す，ここ で ，それぞれ の 評価 に おける主成分（固

有値 1以上）を，「室内の美しさ，明るさ，個性など，主に室内の視

覚的特徴 に 関わる成分」仂 ラ
ー，モ ノクロの 第 1，第 3，第 4 成分）

と，「あた た か み や 居 心 地，自然さや 和 や か さなど，そ こに 居る

こ とを想定した場合の 体感的なイメージや材質感に関わる成分」

（カラ
ー

の 第 2 成分，モ ノクロの 第 2，第 5 成分）に大別し，それぞ

れ の 寄与率の 合計を比べ ると，カラ
ー

写真で は［49．1 ：17．0］，モ ノ

クロ 写真で は［42．3：28、0］となり，モ ノクロ 写真の 方がやや 「体感

的なイメージや材質感に関わる成分亅の 寄与が大きい と言える，

ところで，カラ
ー

写真の 第 1成分 得点 は ，11基本色力テ ゴり一の

合計得点すなわち色数と負の 相関が あり，色 彩 的な 統
一感があ

る方が美しい とされた．佐川 は
o，CRT ディス プレイに呈 示 され

た写真画像に対する快適性評価実験から，快適性評価値とカテ

ゴ リカル カラーの 報告色数との 間に 負の 相関関係が見られ ると

報告して い る．第 2 成分得点は，暖色（茶，赤，オ レン ジ，黄）と白

の 合計得点と正 の 相関があり，これ らの 低彩度域は，後述する

典型的な住宅イン テ リア の 色彩イメージと重なっ てい る．第 3 成

分得点は，写真画像の 平均明度
m
と高い 正 の 相関が あっ た．

3．2 カラ
ー写真とモ ノクロ写真の イメージ伝達一知覚色の

　　 効果と内的イメージの影響

27タイプの 室内ごとに，計 15の 形 容詞対尺度 に つ い て，カラ
ー

写真とモ ノクロ写真の 平均値間の 有意差齪 （抛 サン プル の t

検定）を行っ 結果，カラ
ー

写真とモ ノクロ 写真の評価が非常に近

似して い る室内から，多くの 尺度に差が生じて い る室内まで あっ

た．図1から図3 に，評価が近似した例（サン プル 8）と，評価に 差

異が生じた例（サンプル 4）の モ ノクロ写真，イメージプロ フィ
ール

および基本色カテゴリ
ーの 平均得点を合わせ て 示す．これらの
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インテリア構成を分類し，雰囲気評価に及ぼす色彩情報すなわ

ち知覚色の効果と，内的な色彩や素材感の イメージの 影響に つ

い て考察した．

321．内的イメージ の 影響に つ い て

モ ノクロ写真から想起，イメージされる色として，木材，畳など

の 自然素材を中心とする素材色とともに，壁，天井，床など室内

の 基調色として無彩色から低彩度色（特に茶，ベ ー
ジュ ，クリ

ー

ム などの 暖色系）にか け ての 色名が多くあげられ た，木材色に 代

表される暖色系の 低彩度域は，住宅イン テ リア に 対する内的な

色彩イメージの 典型で あることが 示唆され，この ような色で統一

された室内は，カラ
ー

写真とモ ノクロ写真との 差が小さか っ た，

また，木材やガラス など，モ ノクロ 写真からも材質感が伝わりや

すい 素材が多く含まれる室内，住宅メーカーの モデ ル ルーム に

見られ るような近年 の 典型的な洋風イン テ リア，そして個 々 の イ

ンテリアの構成要素その もの が 「和 」を演出して い る和室でも，

差が小さかっ たと言える．これ らの ことか ら，材質感が伝わりや

すい ，また は 馴染み の あるイン テリア構成をもつ 室内は，雰囲気

評価におい て 内的イメージの 影響が大きい ことが推察される．

3．za 知覚色 の 効果に つ い て

材質感があまり感じられない室内や，モ ノクロ写真からは想起

されにくい 色み（色相）や高彩度色 照明効果 色彩 の 対比（色相，

彩度の コン トラス ト）によっ て 特徴付けられ て い る室内 で は，カラ

ー
写真とモ ノクロ写真とで複数の 尺度 に 差が生じ，例えば室内

の 「美しさ」や 「個性」，「明るさ／暗さ」や 「あたたかさ／つ めたさ」，
「人工 的な」イメ

ー
ジを知 覚色が強調（また は 付加 ）する傾向が見

られた．なお，「あた た か さ」に つ い て は ，内 的イメージの 影響が

大きい と考えられる木材で も，そ の 茶系，暖色系の知覚によっ て

「あた た か み 」，「ぬ くもり」とい っ た素材イメージが強調される傾

向が見られた．ただし，木材 の 「自然な」イメ
ー

ジは知覚色に よっ

て強調されなかっ た．仲村らは
S
．木材サ ンプル の画像評価にお

おい て，同じ YR 系色相でも，木目模様の明瞭な「木らしい 」イメ

ージの強い 画像の 方が よ り「あたた か い 」と評価された ことを報

告して い る．これらの こ とから，雰囲気評価における色彩情報す

なわち知覚色の 効果は，照明光の 色や分布，人工 物のあざや

か な着色（色みの強さ）のイメージ伝達におい て 特に大きい こと

が推察される．

4．おわりに

カラー写真の評価とモ ノク ロ写真の 評価との 比 較実験か ら，
「色」に期待される心理効果をふまえた色彩計画の 重要性をあら

ためて感じた．すなわち，美しさや個性t新規性が評価された色

また 自然素材の色の ように馴染み の ある色や質感の 知覚か ら

居心地の よさや 和み感，安心感が 評価され た 色などが あっ た，

今後 この ような色彩に期待される心理効果に つ い て，空間特性

や生活行為との 関係から調べ るとともに，構成要素の種類や材

質感とその 内的な色彩イメージ との 関運性 が 雰囲気評価に及ぼ

す影響に つ い て調 べ る必要がある．

〈 注釈 〉

注） カラ
ー

写真の 大まか な色彩分布の特徴を知るために，27 のフルカ

ラー画像をAcbbe 　Phc，toshep　5．5 によりインデ ックス カラー画 像に変換 し，
各画像の カラーパ レッ トをつ や消し銀塩写其紙に 印刷し，これを分光測

色計で 測色（C 光源 2度視野）Lてマ ンセ ル値を求め た．また．インデツク

ス カラー各色の画像占有率（描も求め た．文中の 「写真画像の 平均明度」

の ほか，色相，明度，彩度につ い ての 記述 は，これ らの データに 基づ く，
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表1 カラー写真の 成分負荷行列 衷 2 モ ノクロ写真 の成分負荷行列

■
尺 度 名

〔−　 o 　十⊃ 1234

癸しさ 黄しくない
⇔爵しい o．79o ．10o 、080 ．D3
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幽 0．63O 、35O ．35O ．12

自然ノ人工 自然 な o 人 工的 な 0．20rO ．81 一〇、03一〇．06
あた た かさ つ めたい ⇔ あたたかい

一
〇．010 、70D38o ．05

洋風ノ和風 洋 皿の ⇔和 風 の 008o ．70 冒0，2日
一D．02

鰻 しみ 胤し宀に くい O 輒しみ やす い 040o ．550 ．48O ．04
心 屠 心 　の わるい o 屠O　 の よ い 051O 、53o ．350 ．OO

明るさ 暗い o 明るい 0．05OO50 ，810 ．06
軽快さ 重厚な o 軽快な O、17001o ．74Oj6

な o ，　　 な 冒0．1700B0 ．59o ．59
変化 競 一性 の あ も o 慶化 の ある o．ooo ．D60260 ．70
力強さ 繊細な o 力強い 一〇」6o ．03o ．04O 、，2

オ
ー

ソ ドッ クスな ⇔闥憧的 な o、47 一〇．22 響0．380 ．53
寄与畢 ｛、》 188170165158
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